
新庁舎整備プロジェクトの市民ミーティングの特別版として、

市内４つの高校、６つの中学校から中学生・高校生が参加し、

フィールドワークとワークショップを開催しました。

今の市役所を知り、

新しい庁舎について考えよう。

新庁舎中高生ミーティング

2017年7月22日 (土)

14:00～17:00

高砂市役所南庁舎 5階大会議室

参加者：27名

W O R K S H O P
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1 はじめに/ 概要説明

はじめに登市長からの挨拶があり、その後今回

の新庁舎整備プロジェクトの概要説明をしまし

た。事業内容だけでなく、ビジョンやコンセプ

ト、建設スケジュールについて紹介しました。

事業の概要とスケジュールなどを紹介

現在の市庁舎をみんなで見学

2
概要説明終了後、新庁舎について考えるため、

現在の庁舎を知るためのフィールドワーク（庁

舎内見学）をしました。庁舎内の各ポイントで

市役所職員から説明を受け、より理解を深めて

もらいました。

現庁舎を見に行こう!
-フィールドワーク-

3
利用しやすい庁舎って
なんだろう？ -ワーク-

フィールドワークから戻り、テーブルごとに

新庁舎の使い方について話し合いました。中

学生・高校生（今の自分）としての使い方だ

けでなく、将来大人になったとき（未来の自

分）にどう使うかも考えることで、長期にわ

たる庁舎のあり方も検討しました。
楽しみながら意見を出し合いまとめていく

模造紙を使って他のメンバーに説明する

4
ワーク終了後、それぞれのテーブルで話し合っ

た意見について、模造紙を使って発表し合いま

した。テーブルごとに内容も異なり、また、中

高生の違いも感じられた発表タイムでした。

発表・共有

1
プログラム詳細



ワークの進め方とポイント

利用しやすい庁舎について考える際、

中高生である今の自分だけでなく、

将来大人になったときにどう使うか、

また他の市民にとってどのような庁舎

だと利用しやすいかも考えました。

参加者の声

今日みんなで話し合ったことが

実現したら、市民がもっと自慢出来る

高砂市になると思います。

色々な人とアイデアを出していく

ことによって、大きな案がでました。

これらの案が新庁舎の建設に役立って

いけばよいなと思います。

市長室や議場に入る機会は

なかなかないので良い経験が

できました。

このミーティングに参加し、

他校の方々との出逢い・交流も

あり、良い思い出になりました。

親や子どもが仲良くなり交流が増えると

ひとつの子ども達の遊び場に

なるかなと思います。

楽しかったです。市庁舎の現状に

驚きました。あんなに狭いとは…。

今の自分 将来の自分 高砂市民

STEP 1

「利用しやすい庁舎」に

ついて考えよう！

新庁舎をきっかけとして、「高砂市」の魅力をどのように内外に伝えていくとよいか、

そのアイデアについても考えました。

STEP 2

「高砂市」を内外にPRする方法を考えよう！
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ワーク結果

・まちの方との交流スペースがある
・中に入らなくても外で遊べるような広場
・勉強ができるスペース
・どんな人でも利用できる場所
・何もなくても気軽に入れるところがある

交流・学習

Group A

自分たちが大人になったときにどう使うだろうかと考えることで、より意見の質が

高まっている印象を受けました。また、こんな人も使うんじゃないかと色々な方の

利用シーンを想像することでより多くの意見が出るだけでなく、「どの年代の人で

も利用しやすい庁舎」というPRポイントにもつながっています。

コメント

青：今の自分だったらこう使いたい ピンク：将来の自分はきっとこう使いたい 緑：市民にこう使ってもらいたい

・子どもが遊べるスペースが多い
・福祉に関する場所以外でも、子どもの様子が
見れる範囲で遊べるスペースがある

・子どもの遊び場が親の見える位置にある
・ベビーカーが何台あっても邪魔にならない
くらい待合室が広い

親
親や子どもが
増えれば

交流も多くなる

・西庁舎が分かりにくい
・どこに何があるかわかるようなサイン

入口に地図がある

その庁舎で何ができるのかが分かる

案内
・外から中が見えて入りやすい
・明るい雰囲気 ・気軽に入りやすい

雰囲気

・スロープなどを増やす
・車椅子やベビーカーでも使える広い通路、
広いエレベーター

・ユニバーサルデザイン
・待合室に椅子が多い

バリアフリー

・屋根のある駐車場 ・駐車台数が多い

駐車場

・相談するスペースに仕切りがある
・相談室を離れた位置にしてほしい
・窓口での話が他の人に聞こえないように

相談

明るい雰囲気なら
相談もしやすい

高砂市（新庁舎）の P R

・交流がいっぱいある庁舎 ・どの年代の人でも利用しやすい庁舎 ・安心できる庁舎
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Group B

魅力をつくるためにはあらゆる方面での努力が必要なことがわかります。そこには

行政ができることと市民ができることがありそうです。今回の新庁舎建設をきっかけ

にして、市民が行政と一緒にまちをつくっていくという気運が高まることを願ってい

ます。そうすることで大人になった時に自慢できる高砂市になるのではないでしょうか。

コメント

・地震が起こっても安心できるような建物
・災害時でも利用しやすい

災害対策

魅力
・市民が高砂市のよさを再認識できる
・高砂の魅力がわかりやすく伝わる
・高砂市のシンボルといえるかっこいい場所

・窓や緑を増やして、市役所だけでなく高砂市も
明るいイメージに

・緑を多くしてほしい

自然

・市民活動の拠点として使える ・何でも気軽に相談できる
・歴史の市民講座などがある

親しみやすさ

・外から中が見やすい ・明るい雰囲気、都会感
・明るい廊下 ・日光がたくさん入る
・他の地域の人にも自慢できる雰囲気のよい庁舎

雰囲気

・職員も市民も食べに来られる食堂
・カフェなどで若者にアピール
・食堂のメニューが知りたい

食事・読書スペース ・音響施設 ・発表の場

幅広い世代

・自習室がほしい ・高校生でも寄れる
・個別に話し合いができる

若者

・庁舎の中のキッズスペースを広めに
・子どもを連れてきても不便を感じない
・屋上も公園などに利用できるとよい
・みんなで落ち着けるスペースがほしい

子ども

・車椅子でも楽に移動ができる
・階段を減らして移動手段を増やす

高齢者

・ゴミ箱が多い

環境

・どこで何をするか分かりやすい
・ポスターが整理されている
・玄関に大きな庁舎の地図
・道案内の図をわかりやすく

利用案内

・交通手段がなく
ても来れる

交通手段

ワーク結果

青：今の自分だったらこう使いたい ピンク：将来の自分はきっとこう使いたい 緑：市民にこう使ってもらいたい
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ワーク結果

Group C

話し合いで出た意見のまとめ方がとても上手です。似た意見をまとめる中で軸にな

りそうな意見（「行きやすい庁舎」）を見つけ、そこからうまく関係図をつくって

います。行きやすい庁舎になるためには、「目的」だけでなく「気軽さ」「楽しさ」

「安心・安全」も必要であるということが見えてきたことが素晴らしいと思います。

コメント

青：今の自分だったらこう使いたい ピンク：将来の自分はきっとこう使いたい 緑：市民にこう使ってもらいたい

・学生の勉強コーナーや
おしゃべりできるところがある

勉強

・ジェットコースターがある

アトラクション 行きやすい庁舎

・かたいイメージがない
・足を運びやすい
・気軽に入れる雰囲気

・防音室があり楽器が吹ける
・ダンスなどが練習できる

趣味

・ジムor運動できる場所
→荒井・高砂の人からしたら
総合運動公園に行くのは大変

・健康のために身体を動かせる

運動

・鉄骨ではなく木を使い家のように
くつろげる

・無機質なつくりではなく面白い
つくりやオブジェがある

・カラフルなイメージ
・高砂市役所 という表記を
たかさごしやくしょ へ

つくり

・何でも相談できるスペースがある
・すべての年代の人が使える広場
・子どもを安心して遊ばせられる
・足だけでもつかれる水場

安らぎ

・トイレを洋式化 ・エレベーターが多い ・車椅子を設置
・音声案内をつくる ・段差を減らしてスロープに
・点字ブロックをつくる ・廊下を広くする
・障がい者の方の案内人をつくる
・駐車場の流れを規則的にする ・空気の通りをよくする
・道路を滑らかにする 場内の配置がもっとわかるように

全員が快適で利用しやすい

高砂市（新庁舎）の P R

・広場でのフェスティバルをもっと増やす
・高砂市のソウルフードが食べられる庁舎 ・楽しいイベントがある庁舎
・人と人、人と生きものが触れ合える ・高砂の象徴となるようなものを置く（ぼっくりんなど）
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Group D

新庁舎のイメージができているからでしょうか。具体的なアイデアが多く挙がってい

ます。どれも実現出来たら色々な人が楽しめる面白い庁舎になりそうです。また、自分

たちだけでなく、高砂市に住んでいる多くの世代の方々のことを想像した意見があるこ

とも特徴です。誰にとっても使いやすい庁舎のヒントをたくさんもらいました。

コメント

・色んな分野の本が置かれた図書館
・科学をもっと身近に感じられる場所 ・高砂市の歴史がわかる

勉強

・窓をたくさんつけて解放感あるように
・まわりに緑を増やして景観をよくする

環境

・子どもが身近に来られて遊べる場所 ・屋上広場 ・ぼっくりん広場
・もっとぼっくりんグッズを置いて気軽に来れる雰囲気に
・年配の方が集える場所 ・子連れでも来やすいところ
・色んな人とコミュニケーションを取れる

遊び

高砂市の P R

・市民が知らないことをもっと宣伝
・高砂市をテレビに！
・市民全員参加のミュージックビデオを作成

こんな施設があったらいいな

・バスケのリングがある
スポーツ施設

・プールやジムなど
トレーニング施設がある

スポーツ

・どこにどんな課があるかをわかりやく
・気軽に入れる食堂 ・カフェをつくる
・近い年齢の子どもがいる人と気軽に話せる場所
・書類を書きやすい場所

来庁者

こんな新庁舎になったらいいな

・通路が広い ・きれいで入りやすい
・相談がしやすい施設に
・高齢の方がスムーズに通れるようにスロープを
・仕切りがあり、隣の人に話が聞こえないように

建物

・他市他県からも来られる

展望台

観光地へ

・市役所でイベント開催
・有名な人を知ってもらう
（高砂市出身）

イベント

ワーク結果

青：今の自分だったらこう使いたい ピンク：将来の自分はきっとこう使いたい 緑：市民にこう使ってもらいたい

6



ワーク結果
青：今の自分だったらこう使いたい ピンク：将来の自分はきっとこう使いたい 緑：市民にこう使ってもらいたい

Group E

こちらもグループCと同じく、話し合いの中から目指したい庁舎の姿の軸が見えて

きたようです。自分たちだけでなく、他の高砂市民、そして将来の自分についても

考えることで、「来やすさ」という言葉の意味を自分たちなりに解釈し直し、定義

し始めているような印象を持ちました。

コメント

・コンビニ ・カフェ
・食べものやおやつが買える
・自販機・お茶や水が飲める環境

飲食

・周りの人のことが気にならない
ように個室や仕切りがある

・他の地域の人とも交流できる
・落ち着ける場所がある
・気分転換できる
・休めるスペースがほしい

交流・休憩

来やすい
市役所

・勉強できるスペースをつくる

勉強 ・子連れでも安心して過ごせる
・親子でも楽しめる
・子どもが遊べる、一緒に楽しめる
・小さい子が寝れるところ
・子どもが遊べる大きな施設がない
・ぼっくりんやはばタンを色々な
ところに置いたり、来てもらう

子ども

安全

・年をとっても利用しやすい
・バスを設置したり、タクシーを
呼べたりするようにする

お年寄り

・はじめて来ても迷わない
・案内用のロボを置く

案内

・友だちと話せる
・気軽に寄れる ・室内プール
・全体的にきれいな庁舎
・トイレがたくさんある
・手続きに手間がかからない
・大きなテレビがある
・相談している内容が他の人に
聞こえない

その他

・明るくて、手すりがある
・低い位置にも手すりがある
・手すりの数を増やす

手すり

・防犯対策でカメラを
設置する

防犯

・昇り降りの移動を少なく
・エレベーターがある
・階段をゆるやかに

エレベーター
・通路が広い
・たくさん人が来ても
狭く感じない

その他
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高砂市担当課より

設計
（基本設計・実施設計）

新庁舎建設

H28年度
H29年2月～

H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

約 4 年

約 1 年 6 ヶ月

これからの新庁舎完成までのスケジュールは、平成30年5月末まで設計業務を行ったあと、新庁舎建設に着手

し、平成34年度の事業完了を目指しています。

※このスケジュールは予定のため、今後変更となる場合があります。

新庁舎建設スケジュール

参加された中学生、高校生の皆さんには、貴重な夏休みと暑い中、中高生ミーティングに参加していただき

ありがとうございました。

このミーティングは、これからの高砂市を担う若い世代の皆さんに、殆ど来る機会の無い現庁舎をまず実感

していただき、これから建設する新庁舎への幅広い意見を集めたく、あえて制約は設けずに自分の思った意見

を出し合っていただきました。

皆さんから頂いた貴重な意見の中から、新庁舎に採用できることを更に精査して、設計に反映したいと考え

ていますので、新庁舎の完成に向けて、今後も引き続きご理解とご協力をお願いします。
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